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ABSTRACT. The World Wide Web, which contains an enormous volume of up-to-date information, is
a promising source to obtain encyclopedic knowledge. We built a searching site, in which users can utilize
an encyclopedic corpus consisting of descriptions for 600,000 entry words. For this purpose, we propose a
method to automatically produce encyclopedic corpora from the Web. First, we analyze Web pages to extract
new words, which are used as entry words in our corpus. Second, we search the Web for pages containing new
entry words. Third, we analyze the HTML layout of retrieved pages to extract paragraph-style fragments
that potentially describe the term. Finally, we quantify the extent to which each fragment correctly describes
the term, based on several criteria, including reliability and language properties. Page fragments associated
with high scores are selected as descriptions in a resultant corpus. In addition, descriptions are organized on
the basis of domains and word senses, so that users can selectively obtain descriptions in specific domains.

1 背景と目的

インターネットを利用して誰もが手軽に情報を発信
できるようになったことを主な要因として，情報洪水と
呼ばれるほど大量の情報が氾濫するようになった．この
ように日々増え続ける情報に囲まれた生活環境の中で，
我々は未知の言葉に日常的に遭遇する．
知らない言葉や事柄について調べるための情報源とし

て，昔から国語辞典や百科事典がある．しかし，既存の
辞典や事典は頻繁に改定されるわけではないため，日々
生み出される新しい事柄や専門技術に関する言葉は収録
されていないことが多い．また，既存の言葉に対して新
しく作られた意味や用法は収録されておらず，既存の意
味ですら全て網羅されているわけではない．そこで，冊
子体・電子版といった媒体の形態によらず「量的問題」
が発生する．
最近では，World Wide Web を一種の辞書のように

使って，知らない言葉や事柄を調べることが一般的に
なってきた．Webには既存の情報源にはない多種多様
な情報が存在するからである．Webが流行りはじめた
当初に比べれば，検索エンジンの性能は向上し，目的の
情報が簡単に見つかることも多くなった．しかし依然と
して，検索要求によっては，どのようなキーワードを入
力すればいいのか分からない場合や，膨大な検索結果か
ら欲しい情報だけをどうやって選択すればよいか分から
ない場合がある．また，検索された個別のページは互い
に関連性がなく，人間が編纂する事典のように情報が整
理されていない．さらに，Webには統制がないため，誤
字，誤解，虚偽といった低品質の情報も存在する．すな
わち「質的問題」が発生する．
本稿は，上記の「量的・質的問題」を解決して Web

を事典的に利用することを目的とした検索サイト

「CYCLONE」について紹介する [3, 4, 5, 15, 16, 17] ．
CYCLONEの基盤技術は，Webから大規模かつ高品質
の事典（コンテンツ）を自動構築する編纂機能である．
具体的には，言葉や事柄に関する説明情報を Web ペー
ジから抽出し，良質な情報だけを選択して専門分野（コ
ンピュータ，金融，医療など）ごとに分類する∗1．その
結果，ユーザは入力したキーワードに関する説明を分野
ごとに閲覧することが可能である．それと同時に，検索
サイトを継続的に運用し，さらに「使える」サイトとし
て位置付けるためには，構築したコンテンツを活用する
ための検索機能の開発やインタフェースの設計などにも
取り組まなければならない．

2 CYCLONEの主旨

検索サイトを「使える」ものにするためには，サー
バの耐久性向上，ページのリンク切れに対応するキャッ
シュの充実といったハードウェアに関する側面から，事
典コンテンツの品質向上，検索インタフェースの利便性
向上といったソフトウェアに関する側面まで幅広い工夫
の余地がある．本章ではソフトウェアに関する側面から
の工夫に焦点を当てる．

CYCLONEの検索サイトとしての主旨は「とにかく
ユーザを飽きさせない」ことである．ネットサーフィン
が流行る主な理由は，マウスのクリックによってハイ
パーリンクを辿るだけで様々な情報を簡単に取得できる
点にある．言い換えれば，それ以上先に進めないような
行き止まりに陥ると，ユーザの不満は大きくなる．これ
は，本サイトのユーザにも当てはまる．すなわち，

∗1 辞典と事典の違いは，辞典が言葉を中心に収録しているのに対
して，事典は事柄（「帝銀事件」など）も収録している点にあ
る．CYCLONEは言葉と事柄の両方を見出し語の対象として
いるので「事典」的検索サイトと呼んでいる．



• どんな見出し語を入力すればよいか分からない．
• 入力した語が見出し語として登録されていないため
に何も検索されない．

• 検索された説明が分かりにくい，もしくは説明に
なっていない．

• 情報が古くて役に立たない．
などの理由で検索行動の中断を余儀なくされた場合，
ユーザは検索サイトの利用をやめる．事実，約 1000人
の被験者を対象にした調査の結果，入力した語に対する
ヒット率がユーザの満足度と強く関連することが分かっ
ている [15]．
以上をまとめると，ユーザの入力に対して常に何らか

の意味のある応答を返すことが必要である．また，ユー
ザが一つの用語に関する説明を見つけて当初の目的を達
成した場合でも，別の用語の検索へ自然に誘導するよう
な仕組みが必要である．

3 CYCLONEの概要

CYCLONEは，見出し語の対象となる語を集めて事
典コンテンツを自動的に構築する機能と，構築されたコ
ンテンツをユーザインタフェースによって利用に供する
検索機能で構成されている．

CYCLONEでどのような検索が可能であるかを直感
的に理解することは，後で説明する技術的な詳細を理解
する上でも重要であろう．原理的には，Webブラウザ上
で動作するインタフェースに見出し語を入力すると，そ
の語に対する説明が分野ごとに整理されて表示される．
図 1は「ウォークスルー」を入力した場合の検索結果で
ある．この用語には「ゲームの攻略法」「3次元仮想空間
内の移動」「ソフトウェア開発工程の検証」「車の種類」
「ゲート型の金属探知機」など多数の意味があり，図 1に
は最初の 2つの意味に関する説明が表示されている．こ
れらの説明は，Webページから段落単位で抽出（抜粋）
された情報である．各説明の上にある下線付きの文字列
は，抽出元のページタイトルであり，この部分をクリッ
クすることでページ本体にジャンプできる．すなわち，
一般の Web 検索エンジンにおいて，検索されたページ
タイトルとサマリ（要約）を表示する手法と同じである．
検索語を入力するボックスの下にある「分野名」「関
連語」「複合語」から適当な項目を選択して（マウスで
クリックしてチェックを入れて）再検索すると，選択さ
れた項目に該当する説明だけに絞り込むことができる．
例えば「分野名」として「コンピュータ」を選択すれば，
「ウォークスルー」の意味のうち，「3 次元仮想空間内の
移動」や「ソフトウェア開発工程の検証」に関する説明
だけを見ることができる．「関連語」は見出し語とともに
よく使われる言葉であり，ユーザの情報要求を絞り込ん
だり，説明の観点を変更するために有効である．例えば
「マウス」を選択すれば，コンピュータ分野の説明のう
ち「3次元仮想空間内の移動」に絞り込むことができる．
「複合語」は見出し語を含む関連語である．複数の意味
を持つ多義語は，前後に他の語を連結させることで意味
が特定されることが多いため，複合語は多義性の解消に
有効である．関連語や複合語が見出し語として登録され
ている場合はリンクが張られる（下線が付いている語）．
そこで，ユーザはネットサーフィンと同じ要領でリンク
をたどるだけで関連する言葉の意味を次々に調べること
ができる．

4 事典コンテンツの構築

(1) 概要
CYCLONEのシステム構成を図 2に示す．この図に

基づいて事典コンテンツの構築手法について説明する．

まず「新語検出」によって見出し語の候補をWebから収
集する．次に，それぞれの見出し語候補に対して「検索」
「抽出」「組織化」を順番に実行することで説明を取得し，
専門分野ごとに分類する．そこで「パイプライン（処理
方式/油送管）」のように分野によって意味が異なる多義
語の説明を区別することができる．ただし，全ての見出
し語候補に対して必ず説明が得られる訳ではない．
検索処理は，通常の Web 検索エンジンと同様に，見
出し語を含むページを Webから網羅的に集める．ただ
し，集めたページの全てが見出し語に関する説明を含ん
でいる訳ではない．また，説明を含んでいる場合でも，
ページ全体ではなく，特定の範囲に限定されていること
が多い．そこで，抽出処理は，HTMLタグを用いて見出
し語に関する説明を段落の単位でページから抽出する．
その結果，見出し語に関する説明の候補が多数集められ
る．さらに，組織化処理によって，分野分類と順位付け
（ソート）を行い，分野ごとに質の高い説明を選択する．
最後に「関連語抽出」によって見出し語を特徴付ける語
を取得する．これらの語は，オンライン検索時にユーザ
の情報要求を絞り込むために利用する（3章参照）．
(2) 新語検出

CYCLONEで利用されている事典コンテンツの見出
し語数は，本稿執筆現在，60 万語に達している．そこ
で，現状でも十分に有用性が高い資源である．しかし，
更新頻度が高いというWebの特徴を利用すれば，Web
から新しい見出し語を継続的に取得して事典コーパスを
更新し，有用性をさらに高めることができる．言い換え
れば，既存の事典が一度作ると長期間改訂されないのに
対して，CYCLONEでは事典コンテンツの内容を短い
サイクルで自律的に更新することが可能である．

CYCLONEにおける「新語」とは，事典コンテンツの
見出し語として登録されていない語に関する便宜上の総
称である．実際には，新語は以下のように分類できる．

a) 既存の語であるにも拘らず，事典の見出し語として
登録されていない語

b) 新しく作られた言葉（「ムネオハウス」など）
c) 異表記（「ら致」と「拉致」など）
d) 既存の語に対する新しい用法（後部座席から前方の
座席に車内で移動できるようにする機能やその機能
を持った乗用車を指す「ウォークスルー」など）

また，不特定多数の著者が執筆した不均質な Webペー
ジ群を対象にするため，文書の不備（誤字，脱字など）
に起因して，未知語問題が生じることもある．
このように様々な側面のある新語のうち，CYCLONE

では表記上の「新語」だけを検出の対象とする．そこで，
上記のうち，a，b，cだけを対象とする．dは，既収録語
に対して，図 2における「検索」以降の処理を定期的に
行うことで，説明情報を更新することで対処している．
日本語では語の検出（認定）自体が困難であり，様々

な手法が提案されている [8]．特に，事典の見出し語に特
有の語構成を考えた場合は，語は単独の形態素で構成さ
れる場合だけでなく，複合名詞に代表される複合語や複
雑な構造を持つフレーズの場合もある（人工知能分野に
おける「説明に基づく学習」など）．また，近年は bに
分類される新語として「ちょぼら（ちょっとしたボラン
ティア）」「モーニング娘。（句点が語の一部として含ま
れている）」「１０９（デパート名）」のような特殊な語
が増えており，新語検出を一層困難にしている．

CYCLONEでは，語の説明を取得するために，1日ご
と，1 週間ごと，1ヶ月ごとなど期間を定めて，その間
に新たに収集した文書集合から新語を検出する．継続的
に語彙を拡張しながら検出することが前提となるため，
既知語のリストを参照しながら，未登録の新語を検出す



図 1: 入力語「ウォークスルー」に対する検索結果
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図 2: CYCLONEのシステム構成

る．そこで，以下に示す手順によって，既知語リストを
用いて新語を検出する．

1) 新語検出の対象となるページを形態素解析する．前
処理として，HTMLタグを削除し，さらに半角文字
を全角文字に変換して統一する．

2) 形態素列から，名詞（数字を含む），未知語，記号
（「・」など）の連続を新語候補として抽出する．こ
の処理では「説明に基づく学習」のようなフレーズ
は抽出されない．他方で「03-3333-3333」のような

電話番号や単なる数字（列）が抽出されるため，新
語候補数は膨大になる．

3) 対象とする文書全体の抽出結果から，新語候補の頻
度リストを作成する．

4) 頻度リストから，既知語リストに登録されている語
を削除する．この段階で大半の語は削除される．

5) 4で作成した頻度リストから，低頻度語を削除する．
ただし，低頻度語も既知語リストには追加する．そ
こで，ある期間内に低頻度で出現した形態素列は，
当該期間に関しては，低頻度であるために削除され，
当該期間以降は既知語リストに登録されているため
に新語候補として検出されない．その結果，連絡先
の電話番号や数字を削除でき，さらに，誤字，脱字，
形態素解析誤り（の一部）も削除できる．

意味のない新語候補は，後続の処理で説明情報が得ら
れない可能性が高いため，その段階で淘汰される．そこ
で，新語検出の段階では精度よりも網羅性を重視してい
る．また，多様な見出し語を検出するため，字種や長さ
に関する制限は加えない．他方において，不要な候補を
増加させると，後段の処理効率を低下させてしまうため，
運用におけるコストを考慮する必要がある．
過去 10 年間の新聞記事（CD-ROM 版）を用いたシ
ミュレーションの結果，月平均で 800 語近い新語を約
84%の精度で検出することに成功している [16]．
(3) 検索
検索処理では，既存の Web 検索エンジンと同じよう

に，対象用語を含むページを網羅的に収集する．原理的
には，既存の検索エンジンを利用することが可能であ
る．しかし，多数の用語を用いた大規模な実験を行うた
めには，通信などのコストが膨大になる．そこで，独自
にページ収集を行い，検索エンジンを実装した．収集し



たページは「茶筌」∗2を用いて形態素解析して単語に分
割し，単語単位で索引付けを行い，キーワードによる検
索を可能にしている．
(4) 抽出
一般に，用語の説明はページ全体ではなく特定の一部
分であることが多いので，抽出規則によって特定の領域
を抽出する．説明の範囲を正確に特定することは容易で
はないため，段落を説明の単位と見なす．具体的には，
HTMLのタグ構造を利用してページのレイアウトを解
析し，対象用語を含む段落を抽出する．

HTMLの規格では，段落を示すタグとして <P> があ
る．しかし，著者によって記述スタイルに揺れがあり，
実際には様々なタグが段落の表現に使用される．そこで，
現在は以下に挙げるようなタグを段落の特定に使用して
いる．

<BLOCKQUOTE>, <BR>, <DD>, <DFN>, <DIV> <LI>,
<P>, <TD>, <TT>

対象用語を含んでいなくても説明としてふさわしい段
落もある．例えば，用語解説ページ特有のレイアウトと
して，用語を強調して見出し語化し，後続の段落でその
意味を説明する記述形式がある．このような形式に対処
するために，見出し語化に使われやすいタグを定義し，
対象用語にそれらのタグが付いている場合には後続の段
落を説明の候補として抽出する．現在，見出し語化のタ
グとして，以下に挙げるタグを使用している．

<B>, <DT> <EM>, <FONT>, <Hx>, <I>, <STRONG>,
<TT>, <U>

ここで，<Hx> における x は文字サイズを制御する数値
である．
なお，見出し語表現としては，「ウォークスルー」のよう

に対象用語だけが書かれている場合だけでなく「ウォー
クスルーとは?」のような典型的な表現も考慮する．
(5) 組織化
抽出処理が終了した段階では「対象用語が説明されて

いる可能性が高そうな段落」が収集されて，雑然と並ん
でいるだけである．そこで，組織化処理によって，対象
用語が適切に説明されている段落を選択し，さらに既存
の事典と同じように語義や分野に応じて分類を行う．実
際には，語義と分野は関連していることが多いので [14]，
分野を分類することで間接的に語義を区別する．そこで，
個別の用語ごとに語義を定義する必要はない．
まず，説明の都合上，対象用語が関連する 1つ以上の
分野があらかじめ分かっていると仮定する．組織化処理
の目的は，ある関連分野 cに対して最適な用語説明 dを
選択することである．確率的手法の観点から捉えれば，
cに対して P (d|c)を最大化する dを選択することに相当
する．
実際の処理では，まず全ての分野に対して P (d|c)を

計算し，P (d|c) の値がある閾値以上の dだけを選択す
る．その結果，対象用語が関連する分野と，適切な用語
説明を同時に特定することができる．そこで，はじめに
仮定したように，対象用語が関連する分野をあらかじめ
知っておく必要はない．
ここで，ベイズの定理によって式 (1)が成り立つ．

P (d|c) =
P (c|d) · P (d)

P (c)
(1)

式 (1)の右辺において，分母 P (c)は定数として扱うた
め，分子だけが組織化処理の中核である．P (c|d)は用語

∗2 http://chasen.aist-nara.ac.jp/

説明 dが分野 cに関連する度合を定量化し，P (d)は d
が用語説明（事典情報）として妥当である度合を定量化
する．両者をそれぞれ「分野モデル」「事典モデル」と
呼ぶ．すなわち，特定の分野との関連度が高く，かつそ
れ自身が（分野とは無関係に）用語説明として妥当であ
るような情報が優先的に選択される．
用語説明を一般の文書と見なせば，既存の文書分類

（categorization）手法によって分野モデルを実現するこ
とができる．本研究では，確率的な分類手法 [7]を用い
て，式 (2)によって P (c|d)を推定する．

P (c|d) = P (c) ·
∑

i

P (wi|c) · P (wi|d)
P (wi)

(2)

ここで，P (wi|d)，P (wi|c)，P (wi)はそれぞれ，d，c，全
分野から無作為に選んだ単語が wiである確率を表す．単
語として，形態素解析によって得られる名詞を利用する．
P (c)は定数として扱い，P (wi|d)は用語説明における語
の統計情報を用いて最尤推定法で計算する．

P (wi|c)，P (wi)の計算には，複数の分野に関する語の
統計情報が必要である．しかし，分野が付与された大量
の文書は入手や作成が高価なので，クロスランゲージ社
（旧ノヴァ社）が機械翻訳用に作成した専門語辞書を利
用している∗3．この辞書は，合計約 100万件の日英対訳
を定義しており，以下に示す 19の専門分野を分野モデ
ルの推定に利用する．

航空・宇宙，バイオテクノロジー，ビジネス，化学，
コンピュータ，土木・建築，防衛，地球環境，電気・
電子，原子力・エネルギー，金融，法律，数学・物
理，機械工学，医療・医学，金属，海洋・船舶，プ
ラント，貿易

本辞書の日本語項目から「茶筌」を用いて単語を抽出
した．日本語の用語説明は英単語を含むこともあるので，
英語項目も併用して P (wi|c)，P (wi)を計算した．
辞書は，項目に関する頻度情報を含んでいないため，
統計情報の抽出には適さないことが多い．しかし，専門
語辞書の項目は複合語が多いため，複合語を構成する単
語の頻度分布を抽出することは可能である．また，分野
特有の単語は多くの複合語に含まれやすいので，本手法
は妥当な近似である．今後は，技術分野だけでなく，ス
ポーツや芸能などの分野も導入する必要がある．
事典モデルを実装するためには，用語説明としての妥
当性について検討する必要がある．まず，言語的な妥当
性がある．対象の用語について説明していない抽出結果
は排除する必要がある．次に，情報の信頼性に関する妥
当性がある．一般の出版物に比べると，Web ページは
誤りや虚偽を含むことが多い．そこで，言語的に妥当で
あっても，信頼性が低い用語説明は排除しなければなら
ない（尤もらしい嘘をつくことは可能であるため）．さ
らに，抽出処理で利用した HTMLのレイアウト構造に
基づいて，用語説明らしい段落を特定することも可能で
ある．
以上の検討から，式 (3) に示すように，事典モデル

を言語モデル PL(d)，信頼性モデル PR(d)，レイアウト
（構造）モデル PS(d)に分解する．

P (d) = PL(d) · PR(d) · PS(d) (3)

言語モデルを作成するために「茶筌」を用いて日立デ
ジタル平凡社「CD-ROM世界大百科事典」（約 8万語収
録）を単語に分割し，CMU-Cambridgeツールキット [2]
を用いて単語のトライグラムモデルを学習した．トライ

∗3 http://www.nova.co.jp/



グラムモデルとは単語の生起が直前の 2単語にのみ依存
すると考えた言語モデルであり，統計的な機械翻訳や音
声認識に応用されて成果を上げている．ここで，説明対
象用語（見出し語）の表層的な違いは重要ではないので，
見出し語を事前に共通の特殊記号に置換した．また，d
に含まれる対象用語も同様の特殊記号に置換する．そこ
で，事典によく現れる表現（「Xとは」や「と呼ばれる」
など）を含む段落ほど高いスコアが与えられる．
信頼性モデルを作成するために，Google∗4 でページの

順位付けに使用されている PageRank [1]を計算するモ
ジュールを実装して利用している．すなわち，Web上に
おける参照（リンク）関係を利用して，あるユーザが各
ページに到達する確率（PageRank 値）を計算する．直
感的には，権威のある（評判の良い）ページから参照さ
れているページほど PageRank値は高くなる．権威のあ
るページとは，別の権威あるページから参照されている
ようなページである．ただし，PageRank値はページに
対して計算される値である．そこで，PR(d)の値として，
説明 dが抽出されたページの PageRank値を与える．
レイアウトモデルを統計的に実現することは困難であ
るため，現状では経験的な値によってレイアウトモデル
を実現している．具体的には，対象用語が HTML タグ
によって見出し語として扱われている段落には 1を与え，
それ以外の段落には 0.5を与える．
以上まとめると，組織化処理は，分野モデル，言語モ

デル，信頼性モデル，レイアウトモデルの合計 4つの確
率モデルを利用する．約 2000語の情報処理用語を用い
た評価実験の結果，4つモデルを全て用いた場合に，用
語説明の検索精度が最も良くなった [15]．
(6) 関連語抽出
関連語抽出の基本原理は，各用語の説明情報（段落）

に頻出する語を検出することである．そこで，適切な語
の単位を検出する処理と，検出した語と見出し語の関
連度を評価する尺度が必要になる．そこで，まず段落を
「茶筌」で形態素解析して，品詞情報に基づいて（複合）
語を構成し，関連語の候補とする．具体的には，名詞，
動詞連用形，未知語，記号の連続を語として抽出する．
さらに，段落における出現頻度と抽出元の段落に対する
組織化のスコア（式 (1)参照）を統合して関連語をソー
トし，上位の関連語から優先的に提示する．すなわち，
良質の説明でよく使われる語が優先される．
実際は，見出し語を含むかどうかによって関連語を 2
種類に分類する．以降では，見出し語を含む語を「複合
語」，含まない語を「関連語」と呼ぶ．図 1では，見出
し語「ウォークスルー」に対する関連語と複合語が評価
値の高い順に左から表示されている．
複合語は，例えば「ウォークスルー」に対する「ウォー
クスルー車」である．多義語は，前後に連接する語によっ
て語義を特定できる場合があるため，複合語による情報
要求の絞り込みは有効である．
関連語とは，例えば「ウォークスルー」と共出現する

「マウス」や「レビュー」などの語である．これらの語は
複合語と同様に多義性を解消する目的のために有効であ
る．さらに，同じ語義に関する説明であっても，説明の
観点が変わる場合がある．関連語はこのような観点の違
いを区別するためにも有効である．例えば「特許法」と
いう見出し語に対して「特許料」「存続期間」のような
関連語が提示される．これらの関連語は特許法の説明を
異なる観点から調べるために有効である．また「RISC」
に対する関連語として「CISC」を選択すると，両者の相
違点に関する説明を調べることができる．

∗4 http://www.google.com/

5 事典コンテンツの検索

事典コンテンツ検索の基本原理は，3章で説明したよ
うに，見出し語を入力して分野ごとに説明を取得するこ
とである．
しかし，ユーザが入力した語が見出し語として収録さ
れていなかったり，何を入力すればよいか分からない場
合もある．そういった場合でも意味のある応答をするた
めに，種々の補完機能を実装している．
まず，文字列の部分一致検索によって，ユーザの入力
語と事典の見出し語を柔軟に照合する．その結果，「コン
ピュータ」と「コンピューター」のような表記の揺れに
対処することが可能になる．
また，ユーザの入力語に対する同義語を提示する機能

を持っている．ここでは，組織化処理における分野モデ
ルの作成に利用した「専門用語辞書」（(5)章参照）を用
いて，同じ英訳に対応する日本語を同義語として提示す
る．例えば「レイテンシー（ latency）」を入力すると「待
ち時間」のような同義語が提示されるので，これらの語
を選択して説明を閲覧することで，必要な情報を間接的
に取得することができる．
漠然とした要求はあるものの，何を見出し語とすれば

よいか分からないユーザ（場面）も想定している．例え
ば「電子メールに感染するもの」と入力すれば，「マクロ
ウイルス」のような見出し語が提示されるので，それら
の語を選択してクリックすることで説明を閲覧すること
ができる．ここでは，事典の「逆引き」を行っている．具
体的には，用語説明を個別の文書と見なして単語単位で
索引付けし，確率型の検索手法 [13]によって，入力され
た検索質問（単語，句，文など）に適合する用語を確率
スコアの高い順番に提示する．図 3は，質問として「電
子メールに感染するもの」を実際に入力した場合の検索
結果である．ここで「概念検索で得られた用語」の欄に，
関連する見出し語が複数提示されている．図 4 は，図 3
から「マクロウイルス」を選択した結果である．
このように，様々な検索機能を併用することで，常に
ユーザに意味のある応答をし，さらに関連語どうしにリ
ンクを張ることによって，一つの検索から別の検索への
自然な誘導が可能になった．

6 本研究の位置付け

CYCLONEの構築を研究と捉えた場合，複数の観点
からそれぞれ異なる位置付けが可能である．
自然言語処理の観点からは，言語知識の獲得と見なす

ことができる．既存の研究では，文法，概念体系，対訳
などの獲得がある．Webを対象とした研究では，対訳関
係にあるページの抽出がある [12]．
情報検索の観点からは，目的指向型検索 [11]の一種と

見なすことができる．CYCLONEのユーザは，ある用
語の意味が知りたいという目的を持っている．
人工知能の観点から解釈すれば，ユーザにとって有用

な情報をWebから集める知的エージェントやWebマイ
ニングとも関連する．Webマイニングにおける処理とし
て，コンテンツ解析，リンク解析，ログ解析がある [9]．
CYCLONEではコンテンツ解析を中心に行っている．し
かし，信頼性モデルの計算においてページ間のリンク関
係を利用しているという点で，リンク解析も行っている．
CYCLONEのユーザが増えれば，ログ解析も可能にな
るだろう．
また，CYCLONEで構築した事典コンテンツは，人
間が利用するだけでなく，事典情報を用いたシソーラス
の構築 [6]や質問応答システム [10]のような計算機用辞
書としての応用も可能である．通常これらの計算機処理



図 3: 「電子メールに感染するもの」に対する検索結果

図 4: 「マクロウイルス」を選択した場合の検索結果

は事典の規模が小さいことがが障害になるものの，その
障害は今後解消されることが期待できる．事実，情報処
理技術者試験を対象にした自動回答システムにおいて，
事典コンテンツを知識源として利用し，その有効性を実
験によって評価した [4]．

7 本事業のまとめと今後の課題

World Wide Webを事典のように活用するための検索
サイト「CYCLONE」について紹介した．本サイトの特
長は，

• 見出し語が充実していて，ユーザの入力に対する
ヒット率が高い．

• 新語検出機能によって新しい見出し語を自動的に登
録する．

• 入力した語が見出し語にない場合でも種々の補完機

能によって意味のある情報を提示する．
• 見出し語にならない漠然とした入力に対して具体的
な見出し語を提示する．

といった点にあった．
CYCLONE は，Web 上の検索エンジンとして一般

ユーザが使うだけでなく，6章で説明したような分野の
研究を促進するためのプラットフォームとしての有用性
も高い．今後は，ユーザのログ解析などを通して，より
利便性の高い検索サイトへ改善することが課題である．

8 参加企業及び機関

財団法人京都高度技術研究所
（プロジェクト実施管理組織）
契約名: CYCLONE: 最強事典サイトの構築
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